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 大倉工業株式会社 2026年 12月期第 2四半期決算説明会 質疑応答 

 

Ｑ．【フジコーM&A（説明資料 P.28）】 

グラビアコーティング機を大倉工業の丸亀工場へ導入する理由と、本設備投資による生産能力の増強規

模について教えてください。 

A． 最大の理由は「投資効率の最大化」です。フジコー単独での導入には新工場建設やインフラ整備が必要でし

たが、当社丸亀工場の既存スペースを活用することで、初期投資を抑えつつ早期の投資回収が可能となりま

した。生産体制は既存の 2台に本機を追加した計 3台体制を構築し、生産能力を約 60％引き上げます。 

 

Ｑ．【フジコーM&A（説明資料 P.28）】 

生産統合・最適化には具体的な設備投資を伴うものでしょうか。 

A． 今回の施策には設備投資を伴います。現在、フジコーの事業構成はコーティングとパッケージが概ね半数ずつ

ですが、今後は成長性と利益率に優れるコーティング事業を最優先に強化します。今回の新規設備導入に加

え、当社既存のグラビア印刷機の改造も進めており、早期の能力増強を図ります。あわせて、パッケージ事業か

らコーティング事業へ経営資源を段階的にシフトする構造改革を行い、収益性を最大化いたします。 

 

Ｑ．【フジコーM&A（説明資料 P.28）】 

今後のフジコーのフィルム調達は、大倉工業製への 100％切り替えを想定されていますでしょうか。 

A． グループメリットを考慮し、切り替えを進めていきますが、100％切り替えすることは考えておりません。最適調達

の観点から、コスト面や安定供給などを勘案し、最善の調達先を選定します。 

 

Ｑ．【BOEとの合弁会社設立（説明資料 P.29）】 

中国合弁会社での製造ライン稼働後、日本からの出荷量については減少するのでしょうか。 

A． 日本からの出荷量が減少するとは考えておりません。液晶テレビの大型化に伴い、当社が手掛けるアクリルフィ

ルムやCOPフィルム等への材料置き換えが、今後さらに加速すると見込んでいます。また、世界最大のディスプ

レイメーカーである BOE 社の強力な販売網を活かし、市場成長に合わせて当社の製品供給を強化すること

で、確実なシェア拡大を図ってまいります。 

 

Ｑ．【合成樹脂事業（説明資料 P.11）】 

営業利益の増減要因について詳細を教えてください。 

また、フジコーの増益分は、増減分析グラフのどの項目に含まれているのでしょうか？ 

A． 合成樹脂事業の増益は、供給不安による需要の前倒しに伴う販売増に加え、安定供給を前提に、適時適切な

価格改定の実施が寄与した結果です。なお、フジコーについては現在 PMIの最中であり、営業利益の増減要

因を精緻に分解・反映できていないため、現時点では便宜的に『その他変動費』に含めて開示しております。 

 

Ｑ．【連結業績（説明資料 P.9）】 

連結全体の減益要因である販売数量減少について、詳細を教えてください。 

A． 販売数量減少による減益の主因は、光学フィルム事業の販売減です。内訳としてアクリルフィルムは増収となり

ましたが、COP フィルムが減少いたしました。COP フィルムは前年同期が非常に活況でありましたが、今年は

総じて低調に推移しました。同製品はハイエンドディスプレイ向けの高付加価値製品であるため、販売減が利

益額全体に対して相対的に大きなマイナスインパクトを与えた構造となっております。 
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Ｑ．【BOEとの合弁会社の設立について(説明資料 P.29)】 

ＢＯＥとの合弁会社設立を選択した背景を教えてください。 

A． 今後の大型液晶テレビのトレンドを見据えると、アクリルフィルムへの需要シフトは確実です。当社の高付加価

値フィルムを拡販するためには、当社の技術力とディスプレイメーカーが持つ市場支配力、販売力が必要不可

欠であると考えております。BOEからの申し出も踏まえ、単独での参入よりも、合弁会社設立を選択する方が

ベストであるという判断に至りました。 

 

Ｑ．【BOEとの合弁会社の設立について(説明資料 P.29)】 

中国メーカーの国産化が加速する中、既存の光学フィルム事業の中長期的な事業継続性の見通しと、将来

的な優位性について教えてください。 

A． 光学フィルム事業において合弁会社での本格生産は 2028年以降を予定しております。また、当社の技術を

活かした協業は、中期的な継続が可能だと考えています。将来的に顧客のニーズをキャッチし応えていくために

は、BOEの方向性、ニーズの変化を合弁会社を通してつかむことが重要であり、当社もそれに合わせて技術を

進化させ対応を図ります。 

 

Ｑ．【賃金体系（説明資料なし）】 

人材確保、賃金の状況について、教えてください。 

A． 人材確保に関しては、当社も強い危機感を持っております。定期昇給とベースアップについては世間水準を意

識しており、ここ３年間は日本労働組合総連合会が発表されている水準よりも高い水準で実施しております。 

 

Ｑ．【オークラベトナム（説明資料 P.31）】 

オークラベトナムの状況と今後の見通しについて教えてください。 

A． オークラベトナムの状況については当初の計画から遅れております。現在は接着剤事業を立ち上げているとこ

ろですが、当初計画は EVの成長に合わせた計画でした。現在の EV市場はかなり鈍化しており、EV向けだけ

では厳しい状況に変わっているため、新たな市場を模索してまいります。 

 

以 上 


